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自己改革 １．農業者の所得増大

販売事業の取り組み

喜多方市山都支店にある西部地区アス
パラガス選果施設には、最新式の結束機
が導入された。従来の１５０ｇ規格に加え、
１００ｇ規格にも対応できるため、消費者の
需要に応じた出荷ができることで高単価の
取引が可能となり、生産者の手取りアップ
にもつながっています。

（平成２９年度広報誌よつば５月号特集掲
載）

アスパラ共同選果施設

平成２９年８月３日～６日に東京築地市場、
イトーヨーカ堂西新井店においてＪＡと会津
１７市町村長による合同トップセールスを
行いました。全会津が一つとなる初の取り
組みで、大きく報道されました。市場や量
販店、飲食店なども招待した宣伝試食会も
行い、会津の農畜産物を盛大にＰＲしまし
た。（平成２９年度広報誌よつば９月号特
集掲載）

ＪＡと１７市町村トップセールス

農産物輸出
ＪＡ会津よつばと猪苗代町は２月１８日
（日）より５日間、アラブ首長国連邦（ＵＡＥ）
ドバイで行われた中東最大級の食品見本
市「Gulfood2018」に猪苗代町産オリジナル
ブランド米「いなわしろ天のつぶ」を出品し
ました。 これまでの継続的な販促活動を
通して、ドバイで高級日本料理店を展開し
ている「湖畔亭」や「ＹＵＩ」などに輸出を決
めてきました。



自己改革 １．農業者の所得増大

購買事業の取り組み

みなみ地区南郷営農経済センター、只見
営農経済センターでは、春先に肥料祭りを
開催しています。その場で肥料を渡すため、
配達料が掛からず、またＪＡでも配達するた
めの労力が減り、双方にコスト削減のメリッ
トがあります。

肥料の販売をメインに農機、自動車の展
示・販売、バスタフェアも同時開催しました。
（平成３０年度広報誌よつば５月号に掲載）

毎年、各地区の営農経済センターでは、
メーカーと除草剤の特売フェアを開催して
います。

特別価格での供給とバケツなども付いて
くるので毎年好評です。

バスタフェア、ザクサフェア

肥料祭り 南郷営農経済センター

ＪＡグループでは生産現場からの声を反
映したトラクターの開発を農機メーカーに
要求しました。必要な機能を絞って開発し、
事前申し込みで積み上げた台数を背景に
全農が大量・一括購入をすることで、生産
者の皆様へより安く供給することを目指し

ます。

ＪＡグループと農機メーカーで低価格を実現へ



担い手訪問・支援活動

営農部農業経営支援課、各地区地域農業支援課では、管内の担い手を訪問し農
業所得の向上、生産拡大について相談・支援活動を行っています。

平成２９年度は、農家所得向上対策としてＪＡグループへ下記のとおり申請を行いま
した。その他、集落営農組織や法人設立への助成申請も行っています。

【ＴＡＣ担い手支援事業】

【新規就農促進支援事業】

支援事業名 助成金及び要件等 件数 申請金額

独立就農支援事業 就農した４５歳以上の独立新規
就農者へ
【２０万円／年・３回まで】

１４ ２，８００千円

雇用就農支援事業 ４５歳未満で農業法人に雇用さ
れた新規就農者へ
【１０万円／年・１回】

６ ６００千円

合 計 ２０ ３，４００千円

支援事業名 助成金額等 件数 申請金額

新規就農生産支援 南郷トマト栽培
【助成２０万円／人】

５ １，０００千円

新販売戦略作物生産支援 玉ネギ栽培
【助成２０万円／人】

２ ４００千円

かすみ草生産拡大支援 かすみ草栽培助成
【２０万円／人】

９ １，８００千円

省力低コスト水稲栽培実証
試験支援

水稲密苗
【面積２５６ａ・１万円／１０ａ】

７ ２５６千円

輸出米産地育成支援 水稲
【面積３００ａ・２万円／１０ａ】

２ ６００千円

合 計 ２５ ４，０５６千円

自己改革 １．農業者の所得増大



自己改革 ２．農業生産の拡大

ＪＡ独自の農業関連助成・担い手支援・生産拡大

地域農業振興積立金の活用

ＪＡでは、農業関連支援事業や担い手支援対策への助成に備え、毎年度の剰余金
の一部を積み立てています。
毎年度、基準に基づき園芸振興支援事業や畜産振興支援事業などに活用していま
す。

年 度 金 額 備 考

平成２８年度 １０３，１０５千円 パイプハウス助成など

平成２９年度 ７２，０６７千円 パイプハウス助成など

金融部署との連携による担い手支援

農業経営支援課のＴＡＣ担い手訪問活動
は、金融部と連携し経営改善や規模拡大
の支援も行っています。

また、ＪＡ独自の助成事業により、園芸品
目の施設化、経営面積の拡大、新規参入
を支援しています。

「里山のつぶ」の普及拡大

ＪＡでは、県や管内市町村と連携し、里山
のつぶの普及拡大に取り組んでいる。平
成３０年産の播種前に中山間地帯で生産
法人が多い地区や稲作部会などで講習会
等を開催しました。

農家所得の向上も目指し、中山間で栽培
されているあきたこまちを収量が多い里山
のつぶへの普及拡大をすすめています。



農業体験・食農教育・地域貢献

自己改革 ３．地域の活性化

震災後、途絶えていた農業体験も再開し、
企業や消費者等との交流が積極的に行わ
れています。その他、管内市町村や企業の
イベントに協力し地域の活性化にも取り組
んでいます。

（平成２９年度広報誌よつば６月、１１月号
掲載）

ＪＡ会津よつば女性部は、４地区に２４支
部あり、約１８５０名の部員がいます。様々
な生活文化活動を行い地域の活性化に取
り組んでいます。

（平成２９年度広報誌よつば１０月号特集
掲載）

女性部活動

グリーンツーリズム

ＪＡ会津よつば青年連盟は、４地区に１３
支部あり、約４８０名の盟友がいます。地元
での食農教育で次世代に農業体験を通し
て食の大切さを教えています。

（平成２９年度広報誌よつば１月号特集掲
載）

農青連活動



農業体験・食農教育・地域貢献

自己改革 ３．地域の活性化

当ＪＡの年金友の会は、約２７，８００名の
会員で構成されています。

ＪＡでは、各地区で旅行やグラウンドゴル
フなど様々な行事を開催し、地域に交流の
場を提供するとともに健康で明るく楽しいく
らしを応援しています。

地域イベントへの協賛

年金友の会活動

当ＪＡ管内の地域イベントや祭りの開催
に協賛し、地域貢献、地域の活性化に取り
組んでいます。

また、新米などを参加賞やおにぎりに提
供し、会津の農産物の美味しさを発信して
います。



農業体験・食農教育・地域貢献

自己改革 ３．地域の活性化

これからも、組合員、地域住民に愛されるＪＡ運営に努めてまい
りますので、ＪＡ会津よつばをご利用お願い申し上げます。

代表理事組合長 長谷川 一雄

ＪＡまつりの開催

ＪＡ会津よつばでは、毎年、夏から秋にかけて、各地でＪＡまつりを開催
しています。支店の地域性を生かしたイベントや歌謡ショーなど、様々な
取り組みで組合員、地域の皆様に喜ばれています。

また、市町村の文化祭などと連携して地域活性化に取り組んでいる支店
もあります。（平成２９年度広報誌よつば１２月号特集掲載）



イケてる！会津の農産物ＰＲ

作品講評

会津の野菜や花などを入れる段ボール箱のビジュアルをその
ままコラージュしている所にセンスの良さを感じた。ビビットな色
のカラー広告が多い中、段ボールの渋い色調が逆に目立った。
「会津の○○ですぞ」とイラストとコピーがリンクしていて面白い。
コメナルド画伯というキャラが語りかける事により親しみがわき、
コミュニケーションに一役買っている。

２０１７年１２月２１日(木）福島民報より引用

平成２９年度ＪＡと１７市町村合同トップセールスの広告として福
島民報に掲載しました上記広告が「第５６回福島民報広告大賞」
において、カラーの部で最高位の「金賞」を受賞しました。

第５６回福島民報広告大賞でカラーの部「金賞」受賞


